
霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカー活動報告書【 5月分】 

氏 名 重留麻里子 1期生 C班 事業所名 小規模多機能ホーム協愛 

① 地域の方々からの介護・生活相談 

・他市に住む入院中の母の今後について相談したい、と長男夫婦来所。 

長男夫婦は団地住まいのため、霧島市に連れてきての同居はできないとの事。 

パンフレットを渡し小規模多機能の概要を説明。 

現在の状況で利用できる施設の説明を行い、一覧の載った資料提供をする。 

 

・他事業所の通所介護を利用の隣家の方が、自宅前で転倒。頭部腫脹、出血軽度あり。 

応急処置をした後、事業所にて休んでいただく。担当ケアマネに連絡を取り、かかりつけ医

まで一緒に送迎を行なう。 

 

② 自治会活動・地域ボランティア活動の参加・連携 

運営推進会議の中で、老人クラブの活動の中で何か役割を持っていただけないかとの 

声かけをいただく。今年度の計画を立てていく中で組み込ませてもらえたらとのこと。 

（例えば私のアルバム作成や認知症サポーター養成講座等） 

 

③ 介護予防教室、サロン、食事会・家族会等の開催 

 

④ 認知症サポーターの養成、小中学校への福祉教育、介護者教室の開催 

 

 

⑤ 「私のアルバム」の普及・啓発 

スタッフに向けもう一度周知ができるよう職員会議の中で、私のアルバムの説明をする 

計画をしている。 

 

⑥ １期生のグループ活動 

6/19、漢字検定。事業所より 2名参加。 

＜ 今後の課題等 ＞ 

いつも気にかけていた隣家の方の急な出来事にスタッフが率先して対応してくれていた。 

さりげない地域に向けての目配りができていたようでうれしかった。 

漢字検定に向けて、利用者とともに日々勉強中。したいことの実現やできたことの喜びを一緒に 

感じていきたい。 

＊翌月１０日までに、霧島市地域密着型事業者連合会事務局に提出（郵送・メール・fax可）する事。 


